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10月17日、猪ノ鼻地内で上北横
断道路の「天間林道路中心杭設置
式」が行われました。



第 30号　（2）平成 24 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

　

平
成
23
年
度
決
算
に
つ
い
て

反
対
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
新
幹
線
関
連

事
業
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
原
点
を
し
っ
か
り
と
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
な
る

の
は
、
長
期
総
合
計
画
だ
と
考

え
ま
す
。
計
画
に
は
4
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

特
産
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
七
戸

ブ
ラ
ン
ド
の
野
菜
や
加
工
品
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
ま

た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
中
心
市
街
地
が
活

性
化
さ
れ
て
き
て
い
る
の
か
、

決
算
の
中
で
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
同
計
画
に
中
間
総
括

が
な
く
、
中
間
総
括
抜
き
に
、

新
規
の
エ
コ
事
業
と
し
て
、
電

気
自
動
車
や
バ
ス
な
ど
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

各
課
で
は
、
素
晴
ら
し
い
計

画
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
プ
ラ
ン
を
持

ち
、
中
間
総
括
も
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
を
立
て
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
調
整

す
る
機
能
が
弱
い
。
こ
の
よ
う

な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
中
心
の
町
と
し

て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

長
期
総
合
計
画
に
戻
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う

点
で
、
こ
の
決
算
に
は
弱
点
が

あ
る
と
考
え
る
の
で
反
対
し
ま

す
。

平
成
23
年
度
決
算
の
随
所
に
い

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

23
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
歳
入
が
約
12
億
円
少
な
か
っ

た
。
そ
う
い
う
中
で
の
健
全
財

政
、
基
金
に
つ
い
て
は
佐
々
木

委
員
も
認
め
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
す
な
わ
ち
積
み
重

ね
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
い

つ
で
も
使
え
る
財
政
調
整
基
金

が
14
億
円
、
そ
し
て
、
減
債
基

金
を
含
め
た
目
的
基
金
が
、
合

併
の
振
興
基
金
を
合
わ
せ
ま
す

と
約
22
億
円
造
成
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

ま
た
、
佐
々
木
委
員
か
ら
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
予
算
並
び

に
決
算
に
つ
い
て
は
、
皆
様
の

中
で
十
分
審
議
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　

執
行
者
、
そ
れ
を
支
え
る
課

長
達
が
真
摯
に
受
け
て
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
む
も
の
と
私
は
信

じ
て
い
ま
す
し
、
基
金
等
も
含

め
て
健
全
な
財
政
を
構
築
し
て

い
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

何
故
か
と
言
う
と
、
公
債
費

比
率
で
あ
り
ま
す
。
21
年
度
が

16
・
9
%
、
22
年
度
が
15
・

4
%
、
23
年
度
は
13
・
4
%
で

す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
健
全
に
や

っ
て
き
た
と
い
う
証
拠
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
私
は
健

全
な
財
政
運
営
と
24
年
度
の
予

算
執
行
に
期
待
し
賛
成
し
ま
す
。

(

外
賛
成
議
員)

天
間
清
太
郎

中
村　

正
彦

田
島　

政
義

工
藤　

耕
一

二
ツ
森
圭
吉

松
本　

祐
一

三
上　

正
二

盛
田
恵
津
子

瀬
川　

左
一

岡
村　

茂
雄

　

こ
の
予
算
書
を
だ
れ
が
作
っ
た

か
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
小

又
町
長
は
、
村
長
３
年
、
副
町
長

４
年
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

自
ら
町
長
に
な
っ
て
３
年
目
の
予

算
書
を
作
成
し
た
訳
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
予
算
に
対
し
て
の
決
算

で
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
コ
ツ
コ
ツ
積
み
重
ね
て
、

雇
用
が
創
出
さ
れ
て
、
町
へ
住
み

た
い
と
い
う
若
者
が
こ
こ
で
仕
事

を
確
保
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
も
減

ら
ず
に
済
み
ま
す
。

　

選
挙
の
際
に
町
長
は
、
農
業
に

力
を
入
れ
る
、
力
を
入
れ
て
い

る
と
言
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

わ
か
り
や
す
い
の
は
、
町
が
株
主

の
権
限
を
持
っ
て
い
る
「
㈲
み
ら

い
天
間
林
」
自
ら
想
い
が
あ
っ
て

設
立
し
た
「
㈲
み
ら
い
天
間
林
」

を
見
る
と
町
長
の
想
い
が
わ
か
る

わ
け
で
、
そ
れ
を
考
え
た
時
に
23

年
度
の
予
算
、
そ
れ
が
果
し
て
成

果
が
出
る
事
業
で
あ
り
予
算
配
分

で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
も
っ
と

で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
し
、
期
待
が

大
き
い
の
で
、
あ
え
て
今
回
は
厳

し
い
評
価
を
し
て
反
対
と
し
ま
す
。

（
外
反
対
議
員
）

田
嶋　

弘
一

　

平
成
23
年
度
の
決
算
に
反
対

し
ま
す
。

　

消
費
税
増
税
、
T
P
P
参
加
、

原
発
稼
働
等
、
と
に
か
く
国
の

政
策
が
逆
の
方
向
に
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
町
制
が
果

た
す
役
割
は
、
町
民
の
生
活
を

守
る
と
い
う
点
で
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成23年度各会計歳入歳出決算
討  論

反　 対賛　 成

反　 対

佐々木寿夫 議員田嶋輝雄 議員

哘　清悦 議員

賛成多数で認定（賛成 11、反対３）

決算審査特別委員会



（3）　第 30号 平成 24 年 11 月 1日議 会 だ よ り

９
月
３
日
・
11
日
・
12
日

委
員
長附　

田　

俊　

仁

副
委
員
長

瀬　

川　

左　

一

代
表
監
査
委
員

野　

田　

幸　

子

歳　出 92億7,231万8,304円

総 務 費 15億4,052万4,409円

民 生 費 15億9,708万7,219円

衛 生 費 9億9,004万1,869円

土 木 費 7億9,889万4,821円

教 育 費 7億4,200万2,649円

公 債 費 14億6,816万9,227円

諸 支 出 金 13億4,702万3,002円

議 会 費 1億2,442万5,286円

労 働 費 806万9,511円

農 林 水 産 業 費 2億7,193万7,407円

商 工 費 1億1,958万4,707円

消 防 費 2億5,214万484円

災 害 復 旧 費 1,241万7,713円

歳　入 94億389万8,194円
自 主 財 源 21億8,160万1,252円

町 税 16億6,415万546円

繰 入 金 1,551万784円

そ

の

他

分 担 金 及 び 負 担 金 1億2,660万6,857円

使 用 料 及 び 手 数 料 8,583万3,801円

財 産 収 入 2,479万6,910円

寄 附 金 101万3,000円

繰 越 金 1億8,247万7,831円

諸 収 入 8,121万1,523円

依 存 財 源 72億2,229万6,942円

地 方 交 付 税 48億2,550万9,000円

国 ・ 県 支 出 金 14億4,570万5,723円

町 債 5億4,575万5,000円

そ

の

他

地 方 譲 与 税 1億7,833万9,219円

利 子 割 交 付 金 290万2,000円

配 当 割 交 付 金 116万1,000円

株式等譲渡所得割交付金 22万9,000円

地 方 消 費 税 交 付 金 1億5,574万3,000円

自動車取得税交付金 3,681万6,000円

地 方 特 例 交 付 金 2,694万9,000円

交通安全対策特別交付金 318万8,000円

　歳　入　94億  389万8,194円

　歳　出　92億7,231万8,304円

　差引額　  1億3,157万9,890円

◎差引額のうち、5千万円を基金に繰入

区　　分 予 算 現 額
歳 入 歳 出

収 入 済 額 収入未済額 ※1 支 出 済 額 翌年度繰越額  不用額 ※2

平成23年度 9,412,261,000 9,403,898,194 187,233,874 9,272,318,304 85,930,000 54,012,696

平成22年度 10,757,693,000 10,626,804,348 338,909,701 10,344,326,517 311,533,000 101,833,483

差　引　額 △1,345,432,000 △1,222,906,154 △151,675,827 △1,072,008,213 △225,603,000 △47,820,787

※ 1　収入未済額＝見込んだ収入額と実際の収入額との差額　※ 2　不用額＝経費の節減等により支出が減となった額

監査委員審査意見
　審査に付された各決算は、関係諸帳簿及び証書類と照合した結果、計数において誤りがなく適切に処理されてい
るものと認めた。
　町税・国民健康保険税及び税外諸収入（住宅使用料）の滞納繰越分については、適正な不納欠損処理の対応もあ
り、収入未済額の大幅な減少がみられた。しかし、現年課税分の収入未済額については、町税・国民健康保険税及
び税外諸収入（水道使用料）に年々減少の傾向がみられるものの、賦課徴収の公平性確保はもとより、徴収率を向
上させて収入未済額を極力解消するよう、なお一層の厳しい対応を望みます。

一般会計対前年度比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

決
算
審
査　
　

　

特
別
委
員
会

平成 23 年度　一 般 会 計 決 算

繰入金
0.16%

町税
17.70%

その他
5.34%

地方交付税
51.31%

国・県支出金
15.37%

町債
5.80%

依存財源
76.80%

その他
4.32％

総務費
16.61%

民生費
17.22%

衛生費
10.68%

土木費
8.62%

教育費
8.00%

公債費
15.83%

諸支出金
14.53%

議会費・労働
費・農林水産
費・商工費・
消防費・災害
復旧費
8.51%

歳出 歳入

自主財源
23.20%



第 30号　（4）平成 24 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

特  別  会  計  決  算
◎ 国民健康保険  (単位:円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成23年度 2,517,071,000 2,531,341,281 200,258,977 2,432,203,081 0 84,867,919

平成22年度 2,399,392,000 2,408,023,621 224,558,586 2,286,048,693 0 113,343,307

差 引 額 117,679,000 123,317,660 △24,299,609 146,154,388 0 △28,475,388

◎ 後期高齢者医療 (単位:円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成23年度 320,036,000 319,716,200 231,100 319,689,309 0 346,691

平成22年度 311,395,000 311,512,426 225,000 311,373,350 0 21,650

差 引 額 8,641,000 8,203,774 6,100 8,315,959 0 325,041

◎ 介 護 保 険 (単位:円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成23年度 2,037,244,000 2,039,030,862 6,399,942 2,011,211,822 0 26,032,178

平成22年度 1,926,927,000 1,931,627,847 6,595,853 1,904,432,533 0 22,494,467

差 引 額 110,317,000 107,403,015 △195,911 106,779,289 0 3,537,711

◎ 介護サービス事業  (単位:円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成23年度 13,666,000 13,711,213 0 13,660,344 0 5,656

平成22年度 12,851,000 12,862,872 0 12,676,124 0 174,876

差 引 額 815,000 848,341 0 984,220 0 △169,220

◎ 七戸霊園事業  (単位:円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成23年度 2,285,000 2,292,666 0 2,078,983 0 206,017

平成22年度 2,902,000 2,762,679 400 2,364,177 0 537,823

差 引 額 △617,000 △470,013 △400 △285,194 0 △331,806

◎ 公共下水道事業 (単位:円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成23年度 320,989,000 321,330,036 8,183,911 320,947,724 0 41,276

平成22年度 382,067,000 382,370,286 7,938,755 382,036,714 0 30,286

差 引 額 △61,078,000 △61,040,250 245,156 △61,088,990 0 10,990

◎ 農業集落排水事業  (単位:円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成23年度 59,800,000 59,818,507 3,040,492 59,786,970 0 13,030

平成22年度 58,018,000 58,023,279 2,952,188 58,005,220 0 12,780

差 引 額 1,782,000 1,795,228 88,304 1,781,750 0 250

◎ 水 道 事 業 (収益的収支)  (単位:円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

決算額(税込)  決算額(税抜) 決算額(税込) 決算額(税抜) 不用額

平成23年度 288,680,000 294,997,057 281,472,821 237,065,085 234,184,897 51,614,915

平成22年度 279,805,000 296,122,162 282,456,490 249,924,520 246,685,129 29,880,480

差 引 額 8,875,000 △1,125,105 △983,669 △12,859,435 △12,500,232 21,734,435

  (※1、※2は、3ページ注訳参照)



（5）　第 30号 平成 24 年 11 月 1日議 会 だ よ り

○
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実

す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求

め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情　
　
　

☆　

採　

択

○
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実

す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求

め
る
意
見
書

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　

☆　

原
案
可
決

ケ
ー
ブ
ル
損
傷
事
故
に
係
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

・
道
路
脇
の
除
雪
ポ
ー
ル
が
、

強
風
に
あ
お
ら
れ
車
両
を
損
傷

し
た
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

☆　

全
会
一
致
で
承
認

○
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く

七
戸
町
の
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

（
左
表
）　
　

☆　

報　
　

告

○
平
成
23
年
度
七
戸
町
教
育
行

政
事
務
及
び
事
業
の
点
検
・

評
価
に
関
す
る
報
告

　
　
　
　
　
　

☆　

報　
　

告

○
消
防
団
条
例
の
改
正

　

消
防
団
の
組
織
強
化
を
図
る

た
め
に
、
団
員
の
定
年
年
齢
を

部
長
以
上
幹
部
団
員
は
、
65
歳

か
ら
68
歳
に
、
幹
部
以
外
の
団

員
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き

上
げ
る
た
め
に
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。☆　

全
会
一
致
で
可
決

○
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例
の

改
正

○
子
ど
も
医
療
費
給
付
条
例
の

改
正

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給

付
条
例
の
改
正

　

3
議
案
は
、
所
得
税
法
の
改

正
に
よ
り
所
得
扶
養
控
除
の
特

定
扶
養
親
族
か
ら
外
れ
た
、
16

歳
か
ら
19
歳
未
満
を
救
う
た
め

に
、
各
医
療
費
給
付
条
例
を
改

議

案

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

　

平
成
24
年
第
3
回
定
例
会
は
9
月
3
日
に
開
会
し
、
田
島
政
義
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
、

会
期
を
13
日
ま
で
の
11
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

3
日
は
、
今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
5
日
は
一
般
質
問
（
8

人
）、
11
日
、
12
日
は
平
成
23
年
度
各
会
計
の
決
算
審
査
、
最
終
日
の
13
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
し
、
全
議
案
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

正
す
る
も
の
で
す
。

☆　

全
会
一
致
で
可
決

○
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締

結
に
つ
い
て

　

十
和
田
市
及
び
三
沢
市
と

「
生
活
機
能
の
強
化
（
医
療
、

福
祉
、
教
育
、
産
業
振
興
等
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
（
公
共

交
通
、
公
共
施
設
等
）
の
連
携

を
図
る
」
定
住
自
立
圏
を
形
成

す
る
た
め
に
協
定
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

☆　

全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
24
年
度
9
月
補
正
予
算

（
下
表
）☆　

全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

・
凍
結
防
止
剤
散
布
車
の
交
通

事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て・
砕
石
敷
き
ト
ラ
ッ
ク
の
通
信

報

告

陳

情

発

議

平成24年度9月補正予算
区　　　分 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 1億4,509万7千円 → 88億1,011万7千円

特

別

会

計

国民健康保険 5,858万8千円 → 23億3,301万7千円

介　護　保　険    603万4千円 → 20億8,531万9千円

介護サービス事業 4万5千円 → 1,052万8千円

七戸霊園事業 14万2千円 → 1,440万1千円

公共下水道事業 △49万4千円 → 4億7,909万0千円

農業集落排水事業 47万3千円 → 6,514万3千円

水 道 事 業 会 計 31万2千円 → 3億11万3千円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

○
歳
入
の
主
な
も
の

・
地
方
交
付
税 

２
億
８
１
１
４
万
円

・
県
支
出
金 

２
５
４
０
万
円

・
繰
越
金 

２
１
９
４
万
円

・
減
債
基
金
繰
入
金 

△  

２
億
円

　
○
歳
出
の
主
な
も
の

・
道
路
維
持
費
等 

４
２
６
１
万
円

・
道
路
新
設
改
良
費
等 

９
３
２
万
円

・
農
業
振
興
費

　

（
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

　
　
　
　

育
成
支
援
事
業
費
補
助
金
）

 
 

１
０
０
０
万
円

・
小
・
中
学
校
管
理
費
等

 
１
２
３
０
万
円

健全化判断比率・資金不足比率
平成23年度七戸町比率 国の示す早期健全化基準

①実質赤字比率 ―  （％） 14.09  （％）

②連結実質赤字比率 ―  （％） 19.09  （％）

③実質公債費比率 13.4  （％） 25.0  （％）

④将来負担比率 83.0  （％） 350.0  （％）

⑤資金不足比率 ―  （％） 20.0  （％）

　①～④のいずれかの数値が、国の示す基準数値を超えた
場合は、破たん寸前の「早期健全化団体」に指定され、財
政再建計画などが義務付けられる。
　⑤の資金不足比率は、公営企業会計（水道、下水道）の
営業収益に対する手持ち資金の不足額の割合で、低いほど
健全とされる。
　七戸町は、すべての項目が数値を下回っているので、弾
力ある財政運営が可能になっている。
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佐々木寿夫 議員

自治基本条例の制定を

町長

議　

員

　

私
た
ち
七
戸
町
議
会
は
、
議

員
行
政
視
察
で
、
町
づ
く
り
基

本
条
例
と
議
会
基
本
条
例
を
定

め
、
そ
の
二
つ
の
条
例
を
車
の

両
輪
と
し
て
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
、
島
根
県
邑
南
町
議
会

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
わ
が
町
で
は
、
町
づ

く
り
基
本
条
例
や
議
会
基
本
条

例
を
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

合
併
か
ら
７
年
た
っ
た
今
、

こ
れ
ら
の
条
例
を
つ
く
り
、
町

づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
町

づ
く
り
の
方
向
を
町
民
・
議

会
・
町
長
と
町
当
局
が
共
有
し
、

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
こ
で
、
町
長
に
次
の
４
点

を
尋
ね
ま
す
。

　

①
私
が
、
２
年
前
に
七
戸
町

「
自
治
基
本
条
例
」
を
つ
く
る

必
要
性
を
提
起
し
た
と
き
「
検

討
す
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
そ

の
結
果
は
。

　

②
「
町
民
が
主
役
と
な
る
町

づ
く
り
」
の
た
め
に
、
町
民
参

加
を
条
例
で
決
め
て
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

③
七
戸
町
長
期
総
合
計
画
に
、

実
施
計
画
が
な
い
。
町
の
役
割

と
責
務
、
議
会
の
責
務
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　

④
行
政
評
価
に
つ
い
て
。

町　

長

　

①
自
治
基
本
条
例
を
採
用
し

て
い
る
自
治
体
は
、
全
国
で

１
８
０
余
り
で
す
。

　

基
本
的
に
行
政
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
法
律
は
、

憲
法
と
現
在
公
布
さ
れ
て
い
る

法
律
に
よ
っ
て
す
べ
て
賄
わ
れ
、

不
足
す
る
も
の
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
の
条
例
で
一
定
の

ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
や
議
会
、
行
政
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
が
わ

か
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
理
解
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
自
治
基
本
条

例
を
つ
く
る
こ
と
を
前
提
に
、

条
例
の
必
要
性
と
共
通
理
解
か

ら
作
業
を
始
め
、
制
定
に
向
け

た
具
体
的
な
作
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

②
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町

民
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
権
利

と
責
任
も
有
す
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
が
つ
く
ら
れ

て
い
く
中
で
、
町
民
参
加
が
明

文
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

町
民
が
積
極
的
に
町
政
に
参
画

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

　

③
町
で
は
、
長
期
総
合
計
画

を
も
と
に
「
広
域
連
携
型
の
ま

ち
づ
く
り
」
、
「
地
域
経
済
自

立
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
住

民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

三
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
町

民
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
、

各
年
度
に
事
業
実
施
の
た
め
に

予
算
を
計
上
し
、
議
会
の
予
算

委
員
会
で
、
細
部
に
わ
た
り
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
都
度
計
画
を
示
し
て

い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
し

た
が
、
わ
か
り
に
く
い
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
解
説
し
た
も
の

の
作
成
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
役
割
と
責
務
で
す
が
、

町
長
は
、
行
政
の
執
行
者
と
し

て
の
責
務
が
あ
り
、
職
員
は
、

町
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
行
政

事
務
を
執
行
す
る
責
務
が
あ
り

ま
す
。

　

議
会
は
、
政
策
形
成
に
お
い

て
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
と

同
時
に
、
そ
の
遂
行
上
の
監
視

役
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
が
国
の
施
策
や
緊
急
的
な

対
応
に
よ
り
必
ず
し
も
計
画
に

明
示
さ
れ
て
い
な
い
事
業
や
、

重
点
施
策
に
掲
げ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
取
り
や
め
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合

も
議
会
の
承
認
を
経
て
事
務
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

④
各
種
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
事

業
な
ど
は
、
担
当
部
局
に
お
い

て
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
改
善
や
統
合
、
廃
止
な

ど
は
、
行
政
事
務
改
善
委
員
会

等
で
検
証
し
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い

た
外
部
か
ら
の
評
価
を
取
り
入

れ
た
行
政
評
価
及
び
公
表
に
つ

い
て
も
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

共通理解から作業を進める

一 般 質 問
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議　

員

　

七
戸
地
区
の
南
公
民
館
は
、

昭
和
36
年
に
建
設
さ
れ
、
県
内

で
も
い
ち
早
く
開
設
し
て
町
民

の
学
習
の
場
と
し
て
大
事
に
使

わ
れ
て
き
た
。
合
併
前
か
ら
も

た
び
た
び
新
築
案
が
出
さ
れ
た

が
、
小
学
校
建
設
な
ど
が
続
き

先
送
り
に
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
そ
の
後
は
財
政
難
で
議
題

に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

　

七
戸
十
和
田
駅
も
開
業
し
、

こ
れ
か
ら
は
町
民
が
心
豊
か
に

過
ご
す
た
め
に
、
生
涯
学
習
施

設
の
整
備
に
力
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
施
設
は
大
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
避
難
施
設

に
も
な
る
。

　

中
央
図
書
館
は
、
閲
覧
室
と

書
架
の
境
が
な
く
読
書
の
意
欲

を
そ
ぐ
よ
う
な
造
り
だ
が
、
利

用
率
は
高
く
早
急
に
立
て
替
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

住
民
の
懸
案
で
あ
っ
た
文
化

ホ
ー
ル
は
、
こ
の
町
に
必
要
と

思
わ
れ
る
。
ス
テ
ー
ジ
で
文
化

公
演
や
各
種
大
会
が
で
き
住
民

の
活
発
な
活
動
を
促
し
、
文
化

交
流
拠
点
に
な
っ
て
地
域
活
性

化
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
具
体
的

作
業
に
入
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

　

財
政
の
目
途
が
立
て
ば
ま
っ

さ
き
に
着
手
す
る
の
か
、
こ
れ

ら
の
施
設
、
文
化
ホ
ー
ル
の
計

画
を
持
っ
て
い
る
の
か
尋
ね
ま

す
。

教
育
長

　

南
公
民
館
、
中
央
図
書
館
の

老
朽
化
に
伴
う
、
生
涯
学
習
施

設
の
建
設
計
画
は
、
平
成
11
年

に
公
民
館
運
営
審
議
会
及
び
図

書
館
協
議
会
か
ら
「
生
涯
学
習

施
設
の
整
備
」
の
答
申
を
受
け
、

貝
ノ
口
地
区
へ
の
建
設
が
進
み

ま
し
た
が
、
建
設
予
定
地
が
国

指
定
史
跡
の
七
戸
城
跡
の
一
部

で
あ
っ
た
た
め
、
計
画
の
見
直

し
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
、
建
設
場
所
を

現
在
の
南
公
民
館
と
す
る
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
北
新
幹

線
開
業
に
要
す
る
工
事
費
を
優

先
し
建
設
に
至
ら
ず
。

　

合
併
後
は｢

過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画｣

の
中
に
計
画
を
あ

げ
ま
し
た
が
先
送
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

文
化
ホ
ー
ル
の
計
画
は
、
現

在
あ
り
ま
せ
ん
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
生

涯
学
習
施
設
の
整
備
を
優
先
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長

　

平
成
21
年
度
に
、
南
公
民
館

の
窓
や
外
壁
の
改
修
・
塗
装
と

中
央
図
書
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
た
り
し
て
補
修
し
て
い
ま

す
が
、
南
公
民
館
の
現
状
を
見

る
と
、
生
涯
学
習
施
設
の
必
要

性
は
、
差
し
迫
っ
て
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　

文
化
ホ
ー
ル
の
計
画
は
、
現

在
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
化
・
芸

術
は
、
採
算
性
だ
け
で
考
え
る

べ
き
で
な
く
、
必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
生
涯

学
習
施
設
と
併
せ
て
総
合
的
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
財
政
状
況
の
見
通
し
と
、

補
助
事
業
の
確
認
、
各
界
各
層

の
意
見
を
聞
い
て
必
要
性
と
方

向
づ
け
な
ど
、
手
順
を
踏
み
な

が
ら
建
設
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

早
く
具
体
化
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

議　

員

　

わ
が
町
の
子
育
て
支
援
の
施

策
は
ピ
カ
一
で
あ
る
と
思
う
、

ま
た
こ
の
よ
う
に
支
援
策
の
数

と
内
容
が
充
実
し
て
い
る
所
は

他
に
な
く
暮
ら
し
や
す
い
町
で

す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
Ｐ
Ｒ

し
た
ら
ど
う
か
。
窓
口
で
の
説

明
だ
け
で
理
解
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

子
育
て
支
援
の
ガ
イ
ド
を
一

元
化
し
、
住
民
に
も
皆
さ
ん
の

税
金
は
次
世
代
へ
の
支
援
の
た

め
に
も
使
わ
れ
て
い
る
と
知
ら

し
め
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

視
察
し
て
き
た
島
根
の
邑
南

町
で
は
、
子
育
て
日
本
一
を
掲

げ
さ
か
ん
に
Ｐ
Ｒ
し
、
Ｉ
タ
ー

ン
Ｕ
タ
ー
ン
の
若
者
が
帰
っ
て

き
て
い
る
例
も
あ
り
、
し
っ
か

り
子
育
て
支
援
し
定
住
さ
せ
る

効
果
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

町
長
は
広
告
塔
に
な
っ
て
旗

振
り
を
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　

町　

長

　

妊
産
婦
検
診
の
費
用
助
成
を

始
め
子
ど
も
医
療
費
の
給
付
事

業
な
ど
、
当
町
の
子
育
て
・
少

子
化
の
支
援
対
策
は
、
国
内
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す

の
で
、「
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
で
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
を
進
め
る
た
め
、

こ
こ
で
生
活
し
将
来
に
希
望
が

持
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
産

業
振
興
も
進
め
て
い
き
ま
す
。 

盛田惠津子 議員

子
育
て
支
援
施
策
を

  

総
合
的
に
Ｐ
Ｒ
せ
よ

生涯学習施設の
建設はいつか

町長 必要性は十分認識

 

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
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田嶋　輝雄 議員

農家の所得向上計画を示せ

町長 農業の6次産業化対策を推進

議　

員

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
2
点
ほ

ど
質
問
し
ま
す
。

　

①
所
得
向
上
の
た
め
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
。

　

農
家
は
、
風
雨
や
、
今
日
の

よ
う
な
炎
天
下
の
中
で
も
、
丹

精
を
こ
め
て
栽
培
管
理
し
、
消

費
者
に
安
全
・
安
心
な
農
産
物

を
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
か
な
か
価
格
が

転
嫁
さ
れ
ず
、
厳
し
い
環
境
に

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
基

幹
作
物
の
ニ
ン
ニ
ク
は
、
2
年

続
き
の
暴
落
で
大
変
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
生
産
し
た
物
に
付
加

価
値
を
つ
け
、
地
産
地
消
を
推

進
し
、
所
得
向
上
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
計
画
で
取
り
組
ん
で

き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　

②
地
理
的
表
示
保
護
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

ま
ず
、
基
本
を
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
、
国
は
、
現
場
の
声

を
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
、
生
産

者
の
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と

明
確
に
し
、
意
欲
の
湧
く
制
度

に
す
る
こ
と
が
第
1
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
て
作
る
、
伝
統
的
な

手
法
で
作
る
、
農
産
物
や
加
工

食
品
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
名
を
使

う
仕
組
み
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

品
質
面
で
も
基
準
を
設
け
る

こ
と
で
、
消
費
者
が
そ
の
価
値

を
適
切
に
評
価
、
判
断
で
き
る

材
料
に
な
る
と
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

6
次
産
業
化
を
推
進
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
国

を
挙
げ
て
創
設
し
、
普
及
に
取

り
組
む
制
度
で
あ
る
事
の
意
義

は
大
変
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
町
に
は
、
国
内
外
に
誇
れ

る
農
産
物
の
素
材
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
素
材
を
活
か
し
た
取
組

み
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
の
か
、
そ
し
て
、
地
理
的
表

示
保
護
に
向
け
た
取
組
み
に
本

腰
を
入
れ
、
ど
の
よ
う
に
普
及

さ
せ
る
の
か
を
尋
ね
ま
す
。

　

今
年
度
で
町
長
も
任
期
切
れ

と
な
り
ま
す
が
責
任
の
あ
る
回

答
を
願
い
ま
す
。

町　

長

　

①
平
成
22
年
4
月
に
、
地
産

地
消
を
推
進
し
地
元
農
産
物
の

販
路
拡
大
と
地
域
農
業
の
活
性

化
・
所
得
向
上
を
図
る
た
め
に
、

産
直
施
設
「
七
彩
館
」
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
連
日
多
く
の

方
々
が
農
産
物
や
加
工
品
等
を

買
い
求
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
農
業

者
個
別
所
得
補
償
制
度
事
業
を

実
施
し
て
い
て
、
米
や
麦
・
大

豆
な
ど
の
戦
略
作
物
に
対
し
て

の
助
成
金
を
農
家
に
直
接
交
付

し
て
価
格
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
制
度
を
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

と
農
産
物
の
品
質
向
上
や
病
害

虫
対
策
と
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
て
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
農
業

の
六
次
産
業
化
対
策
と
し
て
、

農
家
や
団
体
を
対
象
に
農
産
物

の
加
工
や
販
売
に
必
要
な
施
設

及
び
設
備
の
整
備
や
地
域
の
食

材
を
活
用
し
た
特
徴
あ
る
料
理

や
新
食
品
の
開
発
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
家
の
所
得
向
上

の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

②
地
理
的
表
示
の
保
護
制
度

は
、
農
林
水
産
省
が
制
度
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
名
称

で
あ
り
、
認
可
し
た
商
品
は
、

国
が
品
質
を
保
証
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
生
産
・

販
売
の
拡
大
、
摸
倣
品
被
害
が

防
止
さ
れ
る
な
ど
で
す
。
さ
ら

に
、
生
産
現
場
を
見
学
す
る
観

光
ツ
ア
ー
な
ど
、
新
規
事
業
の

展
開
や
海
外
で
の
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
の
認
知
度
の
向
上
・
輸

出
の
拡
大
な
ど
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
農
業
の
6
次

産
業
化
と
も
関
連
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
制
度
が
策
定
さ

れ
た
場
合
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
取
組
み
が
可
能
か
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



（9）　第 30号 平成 24 年 11 月 1日議 会 だ よ り

哘　　清悦 議員

議　

員

　

当
町
が
株
式
を
保
有
し
て
い
る

株
式
会
社
七
戸
物
産
協
会
と
㈲
み

ら
い
天
間
林
の
両
社
が
行
う
事
業

が
、
当
町
が
進
め
る
町
づ
く
り
の

一
翼
を
担
う
よ
う
に
株
主
提
案
権

を
持
つ
株
主
と
し
て
関
与
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
町
が
こ
れ
ま
で
の
株
主
総
会

に
提
案
し
た
議
案
内
容
と
そ
の
反

映
状
況
、
今
後
の
総
会
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
提
案
内
容
に
つ
い

て
尋
ね
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
法
人
で
あ
る
㈲
み

ら
い
天
間
林
の
出
資
金
1
千
万
円

の
う
ち
、
7
百
万
円
を
町
が
出
資

し
て
い
ま
す
。
同
社
は
、
七
戸
町

の
農
家
の
見
本
と
な
る
べ
き
法
人

だ
と
思
い
ま
す
。
同
社
の
今
後
に

つ
い
て
筆
頭
株
主
で
あ
る
町
長
の

考
え
を
尋
ね
ま
す
。

町　

長

　

株
式
会
社
七
戸
物
産
協
会
で
は
、

毎
月
定
例
の
取
締
役
会
が
開
催
さ

れ
て
い
て
、
会
議
に
は
施
設
設
置

者
で
あ
る
商
工
観
光
課
が
出
席
し
、

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲

内
に
お
い
て
、
町
か
ら
の
要
請
事

項
等
を
提
案
し
、
そ
の
都
度
対
応

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
株
主
総
会
に
提
案
す

る
事
案
等
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

今
後
と
も
民
間
事
業
者
が
有
す
る

柔
軟
性
を
活
用
し
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
施
設
の
有
効
活
用

が
図
れ
る
よ
う
連
絡
を
密
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

㈲
み
ら
い
天
間
林
も
同
様
に
、

こ
れ
ま
で
株
主
総
会
に
お
い
て
町

か
ら
提
案
し
た
議
案
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
資
本
金
の
7
割
を
町
が
出

資
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
接
意

見
を
申
し
た
り
、
農
林
課
や
農
協

か
ら
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
就
農
者
の
高
齢
化
対
策
、

担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
対
策

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
、
地
域
農

業
の
モ
デ
ル
経
営
体
と
し
て
の
使

命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

議　

員

　

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住

自
立
圏
構
想
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
町
に
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
を
創
出
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
尋
ね
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
指
令
業
務
の
共
同

運
用
化
で
合
意
し
た
よ
う
に
、
防

災
計
画
も
広
域
で
の
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

十
和
田
市
と
協
定
を
締
結
し
、

同
市
の
メ
ー
ル
一
斉
送
信
の
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
当
町
の
情
報
を

一
斉
送
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
考

え
は
な
い
か
尋
ね
ま
す
。

　
町　

長

　

定
住
自
立
圏
構
想
で
、
今
年
度

検
討
す
る
具
体
的
な
内
容
と
し
て

は
、
介
護
認
定
審
査
会
業
務
の
連

携
や
広
域
観
光
の
推
進
、
消
防
司

令
業
務
共
同
化
事
業
等
に
関
す
る

調
査
・
検
討
、
地
域
公
共
交
通
な

ど
、
16
項
目
に
つ
い
て
で
す
。

　

事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
一
定

の
財
政
支
援
こ
そ
あ
る
も
の
の
、

何
よ
り
も
将
来
的
な
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
社
会
が
、
ま
じ
か
に

迫
っ
て
き
て
い
る
今
、
連
携
に
よ

り
そ
の
素
地
を
作
り
上
げ
て
お
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

十
和
田
市
安
全
・
安
心
メ
ー
ル

配
信
シ
ス
テ
ム
は
、
定
住
自
立
圏

に
参
加
す
る
複
数
市
町
村
で
シ
ス

テ
ム
を
共
有
し
実
施
す
る
こ
と
で
、

運
営
や
費
用
な
ど
の
負
担
を
軽
減

で
き
ま
す
の
で
、
防
災
の
観
点
か

ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議　

員

　

平
成
21
年
に
計
画
さ
れ
た
子
ど

も
会
ま
つ
り
が
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
中
止
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
22
年
と
平
成
23
年
は
、

合
併
前
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
き

た
児
童
館
ま
つ
り
と
一
緒
に
な
り
、

児
童
館
子
ど
も
ま
つ
り
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
は
、
子
ど
も

会
の
意
見
が
反
映
し
に
く
い
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
会
が
参
加
し
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
館
が
な
い
天
間
林
地
区
の

子
ど
も
が
、
児
童
館
ま
つ
り
に
参

加
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
む
し
ろ
、
七
戸
地
区
の
児

童
館
と
天
間
林
地
区
の
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
が
一
緒
に
な
っ
て
ま
つ
り

を
行
う
の
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

両
地
区
の
児
童
の
交
流
を
深
め

る
た
め
に
、
先
ず
は
天
間
林
地
区

の
児
童
も
児
童
館
ま
つ
り
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
な
い

か
尋
ね
ま
す
。

　
　
　
　
　

町　

長

今
後
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
も
、

児
童
館
子
ど
も
ま
つ
り
が
、
開
催

で
き
な
く
な
っ
た
状
況
を
把
握
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

児
童
の
交
流
、
地
域
の
交
流
は
、

関
係
者
、
関
係
団
体
な
ど
の
連

携
・
協
調
・
協
力
が
大
事
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

保
護
者
、
地
域
住
民
の
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
の
支

援
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が
児
童
館
ま

つ
り
に
参
加
と
い
う
の
は
、
間
に

合
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
一
緒
に
や
ら
せ
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
き
ま
す
。 

定
住
自
立
圏
構
想
推
進

　
　
　
　

メ
リ
ッ
ト
は

天
間
林
地
区
の
児
童
も

　
　

児
童
館
ま
つ
り
に

株主総会で提案した内容は

町長 毎月の取締役会で提案し対応

 

人
口
減
少
対
策
の
連
携

 

関
係
者
の
意
向
を
踏
ま
え

 　
　
　
　
　

支
援
し
て
い
く
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議　

員

　

私
は
こ
れ
ま
で
合
併
後
の
公

共
施
設
や
若
者
の
定
住
対
策
等

の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
が
、
理
解
で
き
る
回
答

を
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
長
は
合
併
前
か
ら
の
当
事

者
と
し
て
、
新
町
建
設
計
画
や

長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
7
年
が
過
ぎ
た
今
、
町
づ

く
り
計
画
が
ど
の
よ
う
に
進
展

し
た
の
か
尋
ね
ま
す
。

　

次
に
町
長
が
よ
く
言
う
、
住

み
た
い
町
を
つ
く
る
と
言
っ
て

も
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託

し
て
計
画
書
を
作
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
実
行
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
方
法
と
し
て

専
門
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置

し
て
幅
広
い
議
論
を
深
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
研
修
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
例
を
伺
い
ま
し
た
。
山
梨

県
の
北
杜
市
で
は
、
町
村
合
併

を
契
機
に
基
幹
産
業
の
農
業
に

着
目
し
、
食
と
農
の
杜
づ
く
り

課
を
新
設
し
て
「
次
の
世
代
を

担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
今

私
達
に
何
が
で
き
る
の
か
」
を

掲
げ
て
、
食
育
と
地
産
地
消
活

動
を
故
郷
づ
く
り
事
業
と
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
農
協
や
商
工
会

を
ま
き
こ
ん
だ
活
動
に
ま
で
広

が
っ
て
、
ま
さ
に
、
農
業
を
中

心
と
し
た
町
づ
く
り
に
発
展
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
県
の
邑
南
町
で

は
、
町
村
合
併
後
に
人
口
減
少

対
策
と
し
て
定
住
促
進
課
を
新

設
し
、
18
歳
未
満
の
人
口
増
加

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

保
育
科
の
軽
減
、
不
妊
治
療
や

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
住
宅
改
修
の
助

成
な
ど
、
子
育
て
支
援
策
を
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
し
て
「
日
本
一

の
子
育
て
村
を
目
指
し
て
」
を

掲
げ
た
若
者
の
定
住
施
策
が
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
町
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
4
つ
あ
り
ま
す
が
そ
の

動
き
が
見
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

予
想
以
上
の
職
員
の
減
少
と
事

務
の
煩
雑
化
や
兼
務
で
、
町
づ

く
り
に
専
念
で
き
る
体
制
が
で

き
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
専

門
の
課
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
現
状
と
併
せ
て
町
長
の

考
え
を
尋
ね
ま
す
。

町　

長

　

長
期
総
合
計
画
で
、
町
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
4
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
事
業

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
成
果

と
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

①
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
農
業
の
6
次
産
業
化

推
進
の
た
め
、
町
内
の
加
工
・

販
売
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
計
画
し
て
い
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
に
、
そ
の
経
費
を
補

助
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年

度
か
ら
今
年
度
ま
で
6
件
の
申

請
が
あ
り
、
今
年
度
は
バ
ラ
の

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
開
発
販
売
事

業
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
6
次
産
業
化
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
町
の
特

産
物
に
成
長
さ
せ
る
た
め
の
足

掛
か
り
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
七
戸
十
和
田
駅
開
業
を

契
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
夏
ま
つ

り
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト

事
業
に
加
え
、
観
光
馬
車
の
運

行
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
美
術

館
で
の
製
作
体
験
な
ど
色
々
な

事
業
を
展
開
し
、
成
果
と
課
題

を
検
証
し
つ
つ
今
年
度
も
継
続

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
の
強
み
で
あ
る

豊
富
な
農
産
物
・
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
七

戸
町
か
だ
れ
田
舎
体
験
協
議
会

が
中
心
と
な
り
着
実
に
受
け
入

れ
実
績
を
伸
ば
し
、
昨
年
度
は

台
湾
か
ら
の
学
生
を
受
け
入
れ
、

農
業
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
国
内
外
の
観

光
客
を
誘
客
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

③
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
願
い
か
な
う

絵
馬
の
町
七
戸
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
商
店
街
へ
の
誘
客
を

目
的
と
し
た
ま
ち
歩
き
が
効
果

的
で
、
今
年
の
天
王
つ
つ
じ
ま

つ
り
で
は
、
多
く
の
方
々
が
柏

葉
公
園
、
東
門
、
天
王
神
社
を

通
り
、
町
の
歴
史
を
体
感
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ピ
ザ
カ
ー
ニ
バ
ル
、

町
な
か
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
等

の
開
催
な
ど
、
ま
つ
り
と
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
商
店
街
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

④
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
七
戸
十
和
田

駅
の
開
業
と
同
時
に
開
業
し
た

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
物
産
展

や
観
光
情
報
発
信
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

上
北
・
下
北
の
特
産
店
や
自

然
を
収
め
た
写
真
展
、
町
内
の

児
童
生
徒
や
サ
ー
ク
ル
の
作
品

展
等
も
開
催
し
、
多
く
の
方
が

来
場
し
て
い
ま
す
。

　

町
づ
く
り
を
進
め
る
専
門
の

課
を
設
置
し
て
は
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
合
併
後
に
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
課
の
統
廃
合

を
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
つ
の
課
で
対
応

で
き
る
事
案
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。　

複

数
の
課
に
ま
た
が
る
新
た
な
行

政
課
題
等
の
解
決
に
向
け
て
、

集
中
的
な
調
査
研
究
と
対
応
方

針
の
検
討
を
し
て
い
く
た
め
、

課
を
横
断
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
織
す
る
こ
と
が
必

要
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

岡村　茂雄 議員町づくりを進める『課』の設置を

町長 プロジェクトチームの組織を検討
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毎
日
の
よ
う
に
、
い
じ
め
や

暴
行
、
そ
れ
を
苦
に
し
た
自
殺

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
を
受
け
た
子
ど
も
の

60
%
が
自
殺
も
考
え
た
と
言
い

ま
す
。

　

平
成
12
年
に
当
町
で
も
、
中

学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
少
年

が
仲
間
か
ら
暴
行
を
受
け
死
亡

し
ま
し
た
。
そ
の
子
は
我
が
家

と
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
を

し
て
い
た
家
の
少
年
で
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起

き
た
の
か
、
思
い
出
す
た
び
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

私
達
が
子
ど
も
の
頃
も
い
じ

め
や
暴
行
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
当
時
は
、

心
の
痛
み
と
か
体
の
痛
み
は
、

先
生
や
親
か
ら
教
え
ら
れ
体
で

わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
大
き
な

事
故
や
事
件
が
起
こ
ら
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
教
育
の
現
場
で
は
、

ケ
ガ
が
多
く
危
険
だ
と
い
う
こ

と
で
柔
道
や
空
手
な
ど
の
武
道
、

ラ
ク
ビ
ー
な
ど
の
コ
ン
タ
ク
ト

ス
ポ
ー
ツ
を
あ
ま
り
取
り
入
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

対
戦
相
手
の
身
体
の
痛
み
や
心

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
危

険
が
あ
る
か
ら
こ
そ
礼
儀
を
重

ん
じ
て
、
自
分
の
意
思
表
示
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
効

果
が
見
直
さ
れ
、
今
年
度
か
ら

中
学
校
で
武
道
が
必
修
科
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

危
険
が
少
な
い
コ
ン
タ
ク
ト

ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
日
本
の
国

技
で
あ
る
「
す
も
う
」
が
あ
り

ま
す
。
私
達
が
幼
い
こ
ろ
は
す

も
う
に
熱
中
し
遊
ん
だ
も
の
で

す
。
そ
の
遊
び
の
中
で
痛
み
や

力
の
加
減
を
学
び
大
人
に
な
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
町
の
旧
天
間
林
村
出
身

の
魁
輝
関
は
、
現
在
、
友
綱
親

方
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

提
案
し
ま
す
。
町
内
4
つ
の

小
学
校
に
土
俵
を
作
っ
て
、
小

学
生
の
す
も
う
大
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も

達
の
す
も
う
を
盛
り
上
げ
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
尋
ね
ま
す
。

　

夏
ま
つ
り
に
、
我
が
町
の
英

雄
で
あ
る
友
綱
親
方
を
招
待
し
、

町
民
に
希
望
を
与
え
た
い
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
尋
ね
ま

す
。

教
育
長

　

今
年
度
4
月
か
ら
中
学
校
1

年
、
2
年
生
の
男
女
と
も
保
健

体
育
の
授
業
で
武
道
が
必
修
に

な
り
ま
し
た
。
当
町
の
中
学
校

で
は
3
校
と
も
柔
道
を
必
修
と

し
て
お
り
、
事
故
を
心
配
す
る

声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
柔
道
の

安
全
指
導
の
研
修
会
を
積
極
的

に
受
講
さ
せ
る
な
ど
安
全
指
導

の
徹
底
を
各
中
学
校
長
に
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

小
学
校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
、
中
学

校
で
の
部
活
動
は
、
武
道
に
限

ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
と
関
心

を
も
ち
、
よ
り
高
い
技
能
や
記

録
に
挑
戦
す
る
中
で
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、

体
力
の
向
上
や
健
康
の
増
進
に

も
極
め
て
効
果
的
な
活
動
で
あ

り
、
豊
か
な
学
校
生
活
を
経
験

す
る
活
動
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
各
小
学
校
で
は
、
高
学

年
に
お
い
て
、
特
別
教
育
活
動

の
時
間
と
し
て
自
分
の
好
き
な

ス
ポ
ー
ツ
部
門
、
あ
る
い
は
、

文
化
部
門
の
ク
ラ
ブ
を
選
ん
で
、

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
放

課
後
の
部
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

県
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し

た
す
も
う
ク
ラ
ブ
の
状
況
を
調

査
し
た
結
果
、
津
軽
地
方
を
中

心
に
す
も
う
道
場
・
す
も
う
教

室
等
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
上

十
三
地
域
に
お
い
て
は
、
十
和

田
市
を
中
心
と
し
た
す
も
う
道

場
で
、
小
・
中
合
わ
せ
て
16
名

の
児
童
生
徒
が
す
も
う
指
導
者

の
も
と
で
活
動
し
、
活
躍
し
て

い
る
現
状
で
す
。

　

子
ど
も
達
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
加
入
・
登
録
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
指

導
を
受
け
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

町
に
お
い
て
も
、
す
も
う
に

つ
い
て
、
指
導
者
が
い
て
人
数

が
揃
え
ば
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
同
様
に
活
動
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
子

ど
も
達
が
ク
ラ
ブ
や
部
活
動
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
す
も
う
の
特

殊
性
と
指
導
者
や
環
境
等
の
現

状
を
考
え
た
場
合
、
町
内
4
つ

の
小
学
校
で
ク
ラ
ブ
活
動
に
取

り
入
れ
る
こ
と
は
、
大
変
厳
し

い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
各

小
学
校
長
に
働
き
か
け
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

町　

長

　

か
つ
て
は
、
す
も
う
が
一
般

的
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
や
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
で

は
親
し
む
人
口
も
少
な
く
非
常

に
特
殊
な
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
各
学

校
で
方
向
性
が
決
ま
り
、
必
要

で
あ
れ
ば
土
俵
の
設
置
は
や
ぶ

さ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

合
併
前
の
み
よ
こ
ま
つ
り
に

友
綱
親
方
を
招
待
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
多
忙
と

い
う
こ
と
で
実
現
し
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
何
ら
か
の
機

会
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
、
問

い
合
わ
せ
を
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
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東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ

ー
は
、
当
町
の
冷
涼
な
自
然
条

件
に
適
し
た
バ
ラ
と
リ
ン
ド
ウ

を
農
業
の
新
作
物
と
し
て
普
及

推
進
を
図
る
た
め
、
施
設
整
備

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

リ
ン
ド
ウ
に
関
し
て
は
、
ま

ず
ま
ず
の
成
果
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
平
成
8
年
頃
岩
手
県
の
雫

石
町
近
郊
で
減
反
に
栽
培
し
、

反
収
2
0
0
万
円
を
記
録
し
た

方
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
町
の

栽
培
者
も
、
年
3
万
3
0
0
0

円
の
助
成
金
を
受
け
、
継
続
栽

培
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
情
報
と
し
て
は
、
リ

ン
ド
ウ
の
主
産
地
で
あ
る
岩
手

県
の
栽
培
者
が
減
り
、
品
薄
の

状
況
が
続
く
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
、
我
が
町
に
い
る

リ
ン
ド
ウ
栽
培
の
ベ
テ
ラ
ン
に

指
導
を
お
願
い
し
て
、
新
規
就

農
を
望
む
若
い
世
代
が
リ
ン
ド

ウ
の
栽
培
方
法
を
学
ぶ
機
会
を

設
け
、
育
成
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
バ
ラ
は
、
平

成
16
年
に
事
業
縮
小
と
い
う
こ

と
で
予
算
が
7
5
0
万
円
。
平

成
22
年
か
ら
約
3
0
0
0
万
円

が
予
算
化
さ
れ
た
が
、
農
業
振

興
で
は
な
く
バ
ラ
ま
つ
り
に
変

わ
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
長
が
予
定

し
て
い
る
山
形
県
の
バ
ラ
園
視

察
は
、
観
光
バ
ラ
園
で
す
。

　

私
が
農
業
振
興
の
た
め
視
察

を
提
案
し
た
い
の
が
、
そ
の
近

く
に
あ
る
、
熊
谷
園
芸
で
す
。

同
園
は
、
年
間
3
1
0
万
本
の

バ
ラ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
最

初
は
、
リ
ン
ド
ウ
を
栽
培
し
て

い
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と

と
も
に
バ
ラ
の
栽
培
を
始
め
、

現
在
は
バ
ラ
が
7
割
、
リ
ン
ド

ウ
が
3
割
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
経
営
の
農
場
で
す
が
、

常
勤
13
名
、
パ
ー
ト
2
名
、
夏

場
は
臨
時
で
4
名
を
雇
用
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
是
非
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ

ー
は
、
農
業
振
興
の
た
め
に
、

整
備
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
約

14
億
円
も
費
や
し
た
施
設
で
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
農
業
振
興
策

を
図
る
の
か
、
農
業
者
を
ど
の

よ
う
に
育
成
す
る
の
か
町
長
の

考
え
を
尋
ね
ま
す
。

町　

長

　

平
成
6
年
当
初
は
、
農
業
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
リ
ン
ド
ウ
の

育
苗
施
設
と
バ
ラ
の
栽
培
施
設

を
整
備
し
、
農
家
へ
花
き
栽
培

の
普
及
を
図
る
目
的
で
、
花
き

育
苗
施
設
1
棟
、
バ
ラ
試
験
ハ

ウ
ス
2
棟
、
バ
ラ
体
験
ハ
ウ
ス

4
棟
を
整
備
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
セ
ン
タ
ー
内
に
集
出
荷
施

設
・
有
機
物
供
給
施
設
、
農
業

セ
ン
タ
ー
管
理
棟
な
ど
も
整
備

し
、
こ
れ
ら
施
設
の
管
理
運
営

を
目
的
に
、
平
成
8
年
3
月
に

東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
バ
ラ
試
験
ハ
ウ
ス

2
棟
を
J
A
十
和
田
お
い
ら
せ

が
、
そ
れ
以
外
の
施
設
を
東
八

甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
が
指

定
管
理
者
と
な
っ
て
管
理
し
て

い
ま
す
。

　

整
備
計
画
当
初
の
目
算
が
狂

っ
た
最
大
の
要
因
は
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
花
き
市
況
の
低
迷
に

よ
る
切
り
バ
ラ
の
販
売
不
振
に

あ
り
ま
す
。
海
外
か
ら
安
価
な

切
り
バ
ラ
が
大
量
に
輸
入
さ
れ

全
国
的
に
バ
ラ
の
栽
培
事
業
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
24
年
2
月
に

「
東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ

ー
バ
ラ
栽
培
事
業
経
営
改
善
計

画
」
を
策
定
し
、
施
設
の
有
効

利
用
と
バ
ラ
栽
培
事
業
の
経
営

改
善
に
向
け
た
方
向
性
を
示
し

て
い
ま
す
。　

　

当
初
の
整
備
計
画
に
あ
っ
た

農
家
へ
花
き
栽
培
の
普
及
を
図

る
と
い
う
目
的
は
、
現
状
で
は

大
変
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
経
営
の
仕
方
に
よ

っ
て
は
、
厳
し
い
と
言
わ
れ
る

部
門
で
も
立
派
に
利
益
を
上
げ

て
雇
用
を
増
や
し
て
い
る
例
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

民
間
の
柔
軟
な
発
想
、
感
覚
を

も
っ
た
経
営
を
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
、
農
業
者
の
育
成
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
で
5
回
目
と
な
っ
た

「
し
ち
の
へ
バ
ラ
ま
つ
り
」
も

期
間
中
、
町
内
外
か
ら
一
万
人

以
上
の
来
園
者
が
あ
り
、
町
の

有
力
な
観
光
資
源
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
切
り
バ
ラ
に
よ

る
販
売
額
の
増
収
に
努
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
施
設
の
効
果
的
、
効

率
的
か
つ
多
面
的
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
事
業
展
開
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

 

田嶋　弘一 議員

東八甲田ローズカントリーの
花き栽培の今後は

町長 施設の多面的な活用を図る
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議　

員

　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
学

校
規
模
適
正
化
へ
の
取
り
組
み

の
進
み
具
合
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、(

仮
称)

七
戸
町
学
校
規
模

適
正
化
検
討
委
員
会
の
内
容
と

し
て
、
目
的
、
基
本
方
針
、
計

画
の
概
要
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
4
点
に
つ
い
て
尋
ね
ま

す
。

教
育
長

　

学
校
は
、
知
識
や
物
事
を
習

得
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

同
士
が
豊
か
な
人
間
関
係
を
築

き
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
場

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動

に
応
じ
て
適
正
規
模
の
集
団
を

組
み
、
多
様
な
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
小
中

学
校
の
望
ま
し
い
学
校
規
模
の

実
現
を
図
る
た
め
、
学
務
課
で

は
、
町
学
校
規
模
適
正
に
か
か

わ
る
基
本
的
な
考
え
方
や
、
計

画
の
概
要
、
基
本
方
針
等
の
素

案
を
策
定
し
、
教
育
委
員
会
に

報
告
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員

会
で
は
、
こ
の
素
案
を
基
に
3

回
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
小
学
校
及
び
中

学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配

置
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

（
仮
称)

七
戸
町
学
校
規
模
適

正
化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

4
回
の
検
討
委
員
会
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
間

林
地
区
を
対
象
に
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
調
査
の
分
析
結

果
を
踏
ま
え
た
検
討
委
員
会
の

継
続
実
施
と
、
地
域
懇
談
会
・

説
明
会
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

学
務
課
長

　

学
校
規
模
適
正
化
基
本
計
画

の
概
要
で
す
が
、
第
1
次
計
画

期
間
を
平
成
24
年
度
か
ら
28
年

度
の
5
カ
年
と
し
、
天
間
林
地

区
の
中
学
校
を
1
校
に
再
編
す

る
内
容
で
28
年
4
月
1
日
を
目

指
し
、
学
校
規
模
適
正
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
方
針
は
、

天
間
林
地
区
に
、
新
し
い
中
学

校
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
建
築
の
整
備
計
画
は
、

財
政
担
当
課
と
協
議
し
、
耐
震

補
強
、
大
規
模
改
修
、
防
音
機

能
復
旧
工
事
、
あ
る
い
は
、
新

築
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

統
合
の
時
期
は
、
施
設
面
か

ら
見
た
場
合
、
防
衛
庁
、
文
部

科
学
省
の
補
助
事
業
の
進
捗
を

考
え
た
場
合
、
平
成
27
年
度
に

改
修
ま
た
は
新
築
工
事
を
完
了

で
き
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
会
の
事
務
的
な
面
か
ら

考
え
る
と
、
学
校
規
模
適
正
化

検
討
委
員
会
の
設
置
・
開
催
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
地

域
懇
談
会
の
開
催
、
学
校
統
合

準
備
検
討
委
員
会
設
置
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
準
備
、
学
校
再
編
に

関
す
る
手
続
き
な
ど
、
総
合
的

に
考
慮
し
た
場
合
に
、
28
年
4

月
1
日
開
校
が
最
短
と
設
定
し

て
い
ま
す
。

教
育
委
員
長

　

学
務
課
長
の
説
明
の
と
お
り
、

補
助
事
業
業
務
、
関
連
す
る
事

務
的
な
も
の
を
進
め
て
い
く
と

統
合
は
平
成
28
年
4
月
に
ず
れ

込
む
と
思
い
ま
す
。

議　

員

　

町
内
の
幹
線
道
路
の
舗
装
修

繕
計
画
と
交
差
点
改
良
計
画
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
計
画
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容

を
尋
ね
ま
す
。

　
　
　
　
　

町　

長

　

現
在
町
道
は
、
7
4
2
路

線
、
総
延
長
5
7
4
・
8
㎞
あ

り
、
1
級
幹
線
は
31
路
線
、
2

級
幹
線
が
50
路
線
で
総
延
長
は

1
6
5
・
4
㎞
で
、
改
良
舗
装

率
は
90
%
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の

路
線
が
10
年
以
上
経
過
し
舗
装

面
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状

況
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
著
し
く
損
傷

し
修
繕
を
要
す
る
延
長
は
42
㎞

で
総
延
長
の
25
%
を
占
め
て
い

ま
し
た
の
で
、
過
疎
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
等
を
活
用
し
て
、

幹
線
道
路
だ
け
で
な
く
、
生
活

道
路
、
橋
梁
な
ど
、
老
朽
化
に

対
応
し
た
維
持
管
理
や
更
新
に

よ
り
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

町
内
を
通
過
す
る
国
道
、
県

道
、
農
道
等
の
交
差
点
の
箇
所

数
及
び
危
険
な
交
差
点
箇
所
の

実
数
は
、
残
念
で
す
が
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
危
険
な

交
差
点
の
安
全
診
断
も
行
な
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
改
善
を
要
す

る
と
思
わ
れ
る
交
差
点
が
数
カ

所
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
改
善
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

附田　俊仁 議員

学校規模適正化による
統合の時期は

課長 平成28年４月１日が最短

舗
装
道
路
の

　
　
　
　

修
繕
計
画
は

 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

 

を
活
用
し
修
繕
す
る
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◎ 

建
設
産
業
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

平
成
24
年
8
月
1
日

　

案　

件　

①
し
ち
の
へ
イ
ベ
ン
ト
事
業
実
行
委
員
会
に
つ
い
て

　

内　

容　

商
工
観
光
課
長
よ
り
七
戸
イ
ベ
ン
ト
事
業
実
行
委
員

会
の
設
立
ま
で
の
経
緯
、
実
行
委
員
会
規
約
、
委

員
構
成
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　

開
催
日　

平
成
24
年
8
月
20
日

　

案　

件　

①
要
望
事
項
の
回
答
に
つ
い
て

②
9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項
に
つ
い

　

て

　
　
　
　
　

③
平
成
23
年
度
滞
納
状
況
に
つ
い
て
（
住
宅
使
用
料

　

・
水
道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

　

内　

容　

①
商
工
観
光
課
長
よ
り
し
ち
の
へ
イ
ベ
ン
ト
事
業
実

　

行
委
員
会
に
関
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
回
答

　

を
受
け
た
。

②
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
、
建
設
課

　

長
及
び
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
に
つ
い

　

て
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎ 

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

平
成
24
年
8
月
21
日

　

案　

件　

①
9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

②
平
成
23
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

（
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）

　

内　

容　

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
、
税
務
課
長
よ

り
滞
納
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎ 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

平
成
24
年
8
月
21
日

　

案　

件　

①
9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項
に
つ
い
て

②
平
成
23
年
度
滞
納
状
況
に
つ
い
て
（
奨
学
資
金

貸
付
金
・
保
育
料
・
後
期
高
齢
者
保
険
料
）

　

内　

容　

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
、
関
係
課
長
よ

り
滞
納
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎ 

議
会
運
営
委
員
会

　

開
催
日　

平
成
24
年
8
月
23
日

　

案　

件　

①
9
月
定
例
会
提
出
議
案
等
に
つ
い
て

　

内　

容　

総
務
課
長
・
企
画
財
政
課
長
か
ら
提
出
議
案
等
の
説

　
　
　
　
　

明
を
受
け
た
後
、
会
期
日
程
、
陳
情
等
に
つ
い
て
審

議
し
た
。

◎ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

開
催
日　

平
成
24
年
10
月
12
日
・
22
日

　

案　

件　

①
議
会
広
報
に
つ
い
て

　

内　

容　

11
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
行
っ
た
。

　

今
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
続
き

で
例
年
よ
り
長
く
思
え
ま
し
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
晩
秋
の
時

節
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
分
権
の
動
き
が

進
み
、
地
方
自
治
の
独
自
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
治
基
本
条
例
や
議
会
基
本
条

例
な
ど
を
定
め
て
、
お
互
い
の

責
務
を
明
確
に
す
る
市
町
村
が

増
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
人
議
員
は
広
報
委
員
会
に

入
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
携
わ
っ
て
早

や
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

「
歳
月
は
去
り
行
き
、
過
ぎ
て

は
返
ら
ず
」
と
い
う
何
気
な
い

言
葉
が
、
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
会
議
は
、

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
、
少
し

で
も
読
ま
れ
や
す
い
内
容
に
し

よ
う
と
、
毎
回
あ
れ
や
こ
れ
や

と
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
、
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ

り
の
発
行
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
岡
村
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長　

哘　
　
　

清　

悦

副
委
員
長　

盛　

田　

恵
津
子

委　
　

員　

瀬　

川　

左　

一

　
　
　
　
　

佐
々
木　

寿　

夫

　
　
　
　
　

附　

田　

俊　

仁

　
　
　
　
　

岡　

村　

茂　

雄

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

　

9
月
18
日
〜
19
日
の
日
程
で
山
形
県
の
村
山
市
「
東
沢
バ
ラ
公

園
」
と
南
陽
市
「
双
松
バ
ラ
園
」
を
研
修
視
察
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
市
が
管
理
す
る
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る
バ
ラ
園

で
、
そ
の
管
理
運
営
方
法
等
の
研
修
成
果
を
、
東
八
甲
田
ロ
ー
ズ

カ
ン
ト
リ
ー
の
事
業
活
性
化
と
、
今
後
の
施
設
有
効
活
用
等
の
再

検
討
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。上　村山市役所にて研修

下　南陽市役所にて研修

　

広
報
編
集
特
別
委
員
会
は
、

9
月
25
日
に
青
森
県
共
同
ビ
ル

で
開
催
さ
れ
た
町
村
議
会
広
報

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ク

リ
エ
イ
ト
社
長
の
城
市
創
氏
か

ら
「
議
会
広
報
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

議
員
研
修
視
察
報
告

広
報
研
修
会
参
加


